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公開空地の公開性
-構成要素の設置形態と利用阻害/促進要因分析-
OPENNESS OF PRIVATELY OWNED PUBLIC SPACES 
INSTALLATION FORM OF COMPONENTS AND INHIBITION/PROMOTION FACTOR ANALYSIS 
小林美菜
Mina KOBAYAHSI 
主査	 岩佐明彦 副査	 北山恒・杉崎和久	
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
In the urban design system, building restrictions have been eased by having open spaces in private land, and 
creation of open spaces and the like which were difficult was aimed at. While these volume mitigation systems 
are stipulated as "contributing to the improvement of urban environments", some contribute to urban 
environments, and even if they function only as mere open spaces for the given area Exist. In this research, 
openness is verified by extracting elements from public open spaces in Tokyo and seeking inhibition / 
promotion. 
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１．	研究背景と目的
都市の高密度化などにより、行政による公園等の公共
空間の整備では、そのような活動の場の確保が困難とな
ってきた。その中で総合設計制度や特定街区制度では、
民有地に空地を有することで建築制限が緩和され、困難
であったオープンスペース等の創出が図られてきた。こ
れらの容積緩和制度は「市街地環境の整備に資する」と
定められている中で、市街地環境に寄与しているものも
あれば、付与された面積分の単なる空地としてしか機能
していない場合も存在する。そこで本研究では、東京都
における総合設計制度許可プロジェクト 744 件の中から
年代、面積、用途傾向により総合設計制度許認可プロジ
ェクト 35 件対して要素を抽出し、阻害/促進度を図るこ
とで公開性を検証する。	
２．	総合設計制度によって創出される公開空地
（１）公開空地の公開性
「建築基準法に基づく総合設計制度の解説(*6)」におい
て、公開空地の範囲において「利用形態」、「空地のま
とまり」及び「空地の公開性の」３つの要件があると述
べている。利用形態は、「計画敷地内を歩行者が自由に
通行、利用できるもの」であること。空地のまとまりに
ついては、細長すぎる公開空地では機能が有効に発揮さ
れないことから最低でも 100 ㎡の一定の１つのまとまり
として空地に一体性を確保させるが必要であるとされる。	
その中で本研究での目的である公開性に関しては、公
開空地への接近性であると述べられている。すなわち歩
行者が入りやすい空地であることが要求されている。こ
れらの３つの要件は制度上の規定であり、規定では制限
されない設置物も存在してくるため設計側の意思によっ
て自由に抑制することが可能となってしまうのが実情で
あると考えられる	
そこで本研究での公開空地における公開性とは、公開
空地の本来の目的である一般の歩行者が自由に利用する
ことを促進していることかつ、歩行空間だけでなく都市
の中の居場所としての滞留空間であることと定義し、公
開空地の構成要素を検証する。	
	（２）公開空地の変遷	
 
	
図 1	 東京都における総合設計制度許可プロジェクト
数と社会背景、制度との関係	
	 	
総合設計制度が導入された 1970 年ごろから 1978 年ご
ろにかけて、東京都では建物の高層化に伴い、日照問題
による議論が活発となる。そのような中で東京都では
1976 年に総合設計制度要綱の制定及び、運用を開始した。	
	 その後多心型都市構造論に基づく都心部のオフィス抑
制の風潮から、1982 年から 2002 年あたりにかけては住宅
に関する総合設計制度の創設が行われている傾向にある。	
その後、1988 年に東京都でも再開発方針等適合型総合
設計制度が制定され、さらに大規模公開空地型設計制度
の策定に伴い、許認可プロジェクト数は急激に増える。
1990 年、国ではモータリゼーション進展への対応のため、
駐車場の確保に応じた容積率の割り増しを要綱に加えた。
翌年、東京都では市街地複合住宅総合設計制度が創設さ
れる。1986 年ごろから 1991 年ごろに発生していた資産価
格の上昇と好景気に伴う社会現象により 1990 年から
2000 年にかけては地価の変化などの理由から、建築活動
は低下していることが、図 2-3 より読み取れる。	
1997 年ごろからは東京都において、都心部への人口回
復の傾向にあった。そのため 2001 年に国では、保育所設
置の支援に伴う容積率の割り増しを導入した。また 2002
年の都市再生特別措置法によって年の急激な高度化が図
られたため、許認可プロジェクト数が増加した。	
（３）研究対象と方法	
研究対象として 2010 年以降の、比較的人が多く集まる
ことが予想されることから、商業・工業・準工業地域の
いづれかをを含み、本研究では 25 件のプロジェクトを対
象とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 表 1	 研究対象の概要	
 
 
３．	阻害/促進要素の抽出 
（１）要素分類と面積あたりの個数からの分析 
	 ２８個の抽出した要素を境界要素、物販要素、付帯
物、看板、滞留要素、隣接要素、緑の７種類に分類し、
面責あたりの個数の割合から阻害/促進度を示す。		
	
	
	 	 	 	 	 表 2	 要素の阻害/促進分布	
	
（２）面積と個数からの考察 
公開性が一番高い公開空地においては阻害要素が１つ
も設置されていない。公開性が高い公開空地に関しても、
比較的長い時間公開空地の利用を促進するため座るとい
う行為が可能である要素が必ず含まれている。しかし素
連続した緑の要素が大きくなると阻害度がうわまってし
まうため公開性は低くなってしまう。	
また、公開性の低い公開空地であると、必ず足元灯、
連立樹木、警告の３つの要素が必ず設置されている。連
立樹木により境界性が強まり、警告によって行為を制限
する圧力が強まるため、より阻害度が大きくなってしま
うと考えられる。そして、全体的に要素の種類の数は促
進要素の方がやや多いがが、阻害要素の場合は設置され
ている個数が多いため公開性が低くなっているものが生
じてしまっている。	
以上のことから、公開性が低くなってしまっている要
因として、緑化を向上させるあまりに境界要素を強めて
しまっている事が挙げられる。	
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	 	 	 	 	 表 3	 全要素の阻害/促進度の合計	
		 	
	
４．	阻害/促進度の偏りによる分析・考察 
（１）偏りの分析 
阻害/促進常設型,阻害/促進常設、阻害可動仮設型,阻害/
促進常設、阻害可動仮設型,阻害/促進常設、阻害仮設型,
阻害/促進常設、促進仮設型,阻害仮設、促進常設型,阻害/
促進常設仮設、阻害可動型,阻害/促進常設可動仮設型,阻害
可動仮設、促進常設型,阻害/促進常設仮設型,促進常設型の
１１種類の型に分類し、それぞれの傾向の分析考察を行
う。 
 
	 					表 5	 対象ごとの促進/阻害要素の偏り	
	
 
 
 
５．	結論	
本論文では、公開空地において、阻害/促進要素に着目
し考察することで公開性を検証してきた。そして公開性
の評価から今後創出される公開空地の運用方法や、設計
する際の構成要素を考察した。促進常設型の要素が設計
の段階で設置されている事が、現段階での理想的な公開
性の高い公開空地と考えられる。しかし、都市が変化し
ていく中で公開空地の評価も変化することから、可変的
に柔軟な空間を設計段階から想定しすることが、今後公
開空地が公開されていくためには必要なことであると考
えられる。また、公開空地を運用していく上で、現存の
阻害度の高い公開空地を活用していくためには、仮設的
な要素を用いることで、空間を転換していくことが可能
であると考えられる。	
	 また、新たに創出される公開空地においては緑化率や
景観も重要であるが、それらに滞留性を加えることで、
より都市内のオープンスペースとしての公開空地が豊か
な活動の場となると必要がある。	
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